





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































またドイツやフランスの海商法によると、船長に 〝在 の義務〟がある う。船長 荷の積み入れ、旅客が船に乗り込んだときから、荷物
078（23）
検証　ノルマントン号事件
の陸揚げ、旅客が上陸するまで、その指揮する船舶を去ることはできないのである。以上の考え方からすれば、ドレーク船長がとった行為は、人道に反するばかりか、海商法にも違反するものであった。
いずれにせよ、日本人乗客二十五名はすべて溺死している以上、生き残った外国人（船長ほか乗組員（の証言を信じるしかないのである。しか
し、かれらのことばにしてもすべて真実を語っているとは思えない。罪や責任逃れから、問いつめられたとき、つごうのよいことだけを陳述したとも考えら る。ばら らの証言がふえると、はなしは一貫性を欠き、とうぜん矛盾も生じる。
おわりに、この事件はつぎのように統括できる。
ノルマントン号が暗礁と激突したところ……潮岬か紀伊大島の沖合い、二、三マイル（約三、四キロ（の地点。沈没地点…………………………………………勝浦の沖合い二マイル（約三キロ（
。
日本人乗客がさいごにいたところ 一部は船倉、また一部は波に打たれながら甲板上にいた。
ノルマントン号の遭難者二十五名の氏名・住所・年齢は、左記のとおりである。
＊中山キン
　　
横浜
　　
36歳
　　　　
竹内福松
　　　
東京
　　
23歳
　
野木俊助
　　
兵庫
　　
21歳
　　
山崎百次郎
　　
高知
　　
30歳
　
宮城忠七
　　
横浜
　　
62歳
　　
三浦源蔵
　　　
山口
　　
64歳
　
高城保十郎
　
和歌山
　
55歳
　　
戸田仙次郎
　　
兵庫
　　
26歳
＊井口カシ
　　
東京
　　
18歳
　　
三重野幸太郎
　
大分
　　
30歳
＊谷山コノ
　　
鹿児島
　
67歳
　　
園田利全
　　　
鹿児島
　
25歳
　
中村政吉
　　
兵庫
　　
33歳
　　
八谷種次郎
　　
佐賀
　　
29歳
　
西田文蔵
　　
東京
　　
20歳
　　
嘉来季橘
　　　
大坂
　　
28歳
　
山口清一
　　
熊本
　　
55歳
　　
＊同苗キタ
　　
熊本
　　
49歳
（24）077
　
同苗定造
　　
熊本
　　
11歳
　　　　
中村錦太郎
　　
東京
　　
17歳
　
株本広太郎
　
兵庫
　　
20歳
　　
谷川徳松
　　　
東京
　　
20歳
　
塚脇佐次郎
　
広島
　　
30歳
　　
相良直孝
　　
東京
　　
47歳
　
山口勇吉
　　
京都
　　
44歳
以上二十五名。＊は女性。
注・ 「ノルマントン号乗船日本人名簿送達ノ件
　
附属書
　
乗船名簿」 （明治
19・
11・８（沖神奈川県知事ヨリ井上外務大臣宛。
またノルマントン号の乗組員三十九名ちゅう、危難をまぬがれた者は三十六名であり、死亡したものは三名だけである。おおかたの日本人の見方によると、この事件の近因は西洋人による東洋人蔑視によるものであり、乗客は遺棄
―
置きざりにされたと考えられ
た。そのため世論は一時沸騰し、事態の収束があやぶまれるほどであった。が、事件から一ヵ月ほどすると、世論も沈静化にむかうようになった。
とくに世論の喚起とその誘導に果した主要邦字新聞の影響力 大きかった。十一月中旬以降になると、各紙の論調に変化がみられるようになっ
た。なぜか れは英公使プランケットより日本側に抗議があったからである。―
「新聞紙条例」 （明治８・６・
28発布。反政府的論調を取り締った
（
をもって言論界を取締る責任のある政府が、今回のような排外主義のさ
わぎを黙認していると抗議した。あまつさえ世論をあおったのは日本政府である、と非公式に圧力をかけた（根本敬彦「ノルマントン号事件の社会的影響」 『近代日本史の研究Ⅴ』所収、北樹出版、昭和
61・
12（。
折から日本政府は条約改正交渉のさな にあり、英公使の意をうけて、主要邦字紙に関連記事の論調を穏便なものに改め よう回状を出した。
するとたちまち効果が現われた。政府は新聞界だけに圧力をかけたわけではない。ノルマントン号事件の演劇興行についても、あまりにも惨酷な状態を演じ、人心を動揺、激昂させるのはよろ くない、との理由で不許可とした（外務大臣秘書官・大山綱介より警保局長・清浦奎吾宛書簡―
明治
19・
11・
22付（
。
日本政府は、ノルマントン号事件を機に、反英的な国民感情が高揚したことによって、条約改正交渉を優利にしようとしたが、逆に相手からね
076（25）
検証　ノルマントン号事件
じ込まれ、世論を誘導せざるをえなくなった。この沈没事件のさわぎが一応おさまるのは、十二月八日横浜公判廷において、ドレーク船長にたいする判決がくだってからである。
日本の地方はどこに行ってもおなじだが、かならずしも交通の便がよいとはいえない。電車があっても、多くは単線であり、一つの軌道を上下
列車が共用している。電車やバスの便があるところはまだよい方である。
ノルマントン号の日本人乗客は、船中の不便を忍いでまでも、交通手段として船を利用せざるをえなかった。南紀よりＪＲ紀
き
勢せい
本線（きのくに線（の電車にのり北上すると、左側にみえるのは樹木の山、右手には灰青色の海とところどころに大小の奇岩
をみる。ノルマントン号事件との関連で重要な町といえば、田辺・串本（潮岬、紀伊大島（
・勝浦などである。
熊野灘（紀伊半島南端の潮岬から三重県志摩半島南端の大王崎にいたる海域（は、開国後、外国船の往来がひんぱんになると、危険な海域とみ
られ、 〝魔の海〟と呼ばれ恐れられた。とくに潮岬から紀伊大島にかけて、潮の流れが早かった。おまけに暗礁 多いことでも知られていた。
やがて電車は紀勢本線の那智勝浦駅に着いた。目ざす 狼
のろ
煙しろ
山やま
にあるという「遭難碑」である。港からフェリーボートにのり、対岸の「ホテル
浦島」に着くと、建物 なかを通って山にむかうのだが、碑（高さ三メートル位のもの（は山の中にひ そりと建っていた。これは遭難から約五
〇年後の昭和十年（一九三五（四月十八日に、八谷種次郎（佐賀県蓮池町四十六番地、当時二十九歳（の遺子・高北良千代 別府市（が、建立したものである。つぎのような碑文（政府が建てた木標の文とほぼおなじ（が刻まれている。
紀伊大島付近の海。遠くに「橋杭岩」をみる。
（26）075
????????
?
?????
?
???????
?
???
?
?????
?? ?
勝浦の狼煙山にある「ノルマントン号沈
没の碑」。
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なお、政府が建てた木標は発見できなかった。おそらくもう朽ちてないであろう。……注（１（
『内外新報』 （明治
19・
10・
30付（
（２
「ノルマントン号乗組員の審問筆記」 『朝野新聞』 （明治
19・
11・
23付（所収。
（３
『毎日新聞』 （明治
19・
11・
19付（
（４ 根本敬彦「ノルマントン号事件の社会的影響」 『近代日本史の研究
　
Ⅴ』所収、北樹出版、昭和
61・
12（、一七四頁。
（５
『時事新報』 （明治
19・
11・
20付（
（６
太田貫一校正山川一声編輯
『
英船ノルマントン号沈没事件
　　　　
　
審判始末』 （船井弘文堂梓、明治
19・
12・
17（、一頁。本書は法政大学の「現法研」が架蔵している、貴重本。
（７
この学校は、明治十八年（一八八五
（
五月、田辺小学校のなかに設置された。武田圓吉はそこの英語教師であった。のち政界に進出したとき、教師
をやめた。が、家塾をひらいて子弟に英語をおしえた。
　　　
注・ 『
和歌山県
　
田辺町誌』昭和５・８および『田辺要史
　
下篇』大正
12・２を参照。
（８（注（６ の三五～四二頁を参照。（９
T
he Japan W
eekly M
ail （一八八六・一一・二七付（
。保釈金の話は、 『神戸日々新聞』の記事を転載したものである。
（
10（蘆田東一「明治一九年・英国汽船ノルマントン号裁判」 『法学ジャーナル』 （第六三号、平７・９、関西大学（所収、六頁。
（
11（
T
he Japan W
eekly M
ail （一八八六・一一・二七付
（
によると、法廷弁護人ラウダーは、ドレーク船長の罪は、怠慢による殺人罪にあたると主張した
という。これは『神戸日々新聞』の記事を転載したものである。
（
12（曾我
　
播編輯『
英国汽船
　
諾曼頓号裁判録』奎章閣書房、明治
20・
11（、一五三頁。
（
13（
戸田清子「明治前期における条約改正と
新（おもに 『神戸又新日報』
（
聞報道
―
ノルマントン号事件報道を中心に」 『研究季報』 （創立
50周年記念号、第一四巻二・三号所収。
平成
15・
12（
（
14（『日本名所風俗図会
　
12　
近畿の巻
　
Ⅱ』 （角川書店、昭和
60・８（
、六九八頁。
（
15（田中誠二著『海商法提要』 （有斐閣、大正
15・
10（、一二四頁。
（28）073
（
16（この縮約本は、邦訳がある。
　　　
法学士
　
山田善之助訳述『英国商船法
　
全』 （東京書肆
　
九春堂蔵版
　
明治
18・
11（。本書は早稲田大学中央図書館が架蔵している。貴重本。
おもなる参考文献『郵便報知新聞』 （明治
19・
11・
11～
12・
17（
　　　　　　　　　
注・不二出版
　
復刻（平成
18・
12（
『朝野新聞』
　（明治
19・
11・
21～
11・
26（
　　　　
注・ぺりかん社
　
復刻（昭和
58・５（
『毎日新聞』 （明治
19・
11・６～
12・
17（
　　　　
注・不二出版
　
復刻（平成５～平成
11（
『時事新報』 （明治
19・
11・２～
12・
14（
　　　　
注・龍渓書舎
　
復刻（昭和
61・４（
T
he Japan W
eekly M
ail （一八八六・一〇・一六～一二・二五（
　　　　
注・
E
ditionS
ynapse　
復刻（平成
20・９（
T
he Japan G
azette （一八八六・一〇・一三～一二・一三（
川合彦充「ノルマントン号事件」 『日本古書通信』 （昭和
33・２・
15付（
。これは小記事ながら、書誌的に貴重なもの。
『
新聞集成
　
明治編年史
　
第六巻』 （財政経済学会、昭和
10・
10（。本書はノルマントン号の関連記事を収録している（三五〇～三六五頁（
。
外務省編纂『日本外交文書
　
第一九巻』 （日本国際連合協会、昭和
27・３（
「第六節
　
ノルマントン号事件」 『世外井上公伝
　
３』所収、 （原書房、昭和
43・３（
、七三一～七四〇頁。
田中誠二著『海商法提要』 （有斐閣、大正
15・
10（
根本敬彦「ノルマントン号事件の社会的影響」 『近代日本史の研究
　
Ⅴ』所収、北樹出版、昭和
61・
12。
蘆田東一「明治一九年・英国汽船ノルマント 号裁判」 『法学ジャーナル』第六三号、関西大学、平成７・９（戸田清子「明治前期における条約改正と新
（おもに 『神戸又新日報』
（
聞報道
―
ノルマントン号事件報道を中心に」 『研究季報』第
14巻、二・三号所収、奈良県立大学、平成
15・
12（
072（29）
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青山孫一郎編輯『紀
き
伊い
の海
うみ
底そこ
の糸
いと
屑くず
　
一いち
名めい
　
ノルマントン号遭難実記』 （良明堂、信文堂、明治
19・
11（
曾我
　
播編輯『
英国汽船
　
諾曼頓号裁判録』 （奎章閣書房、明治
20・
11（
『
英船
　
ノルマントン号沈没始末
　
初編』 （学泉社、明治
19・
12（
山川一声編輯『
英船ノルマントン号沈没事件
　　　　
　
審判始末 船井弘文堂梓、明治
19・
12（
『英国汽船ノルマントン号奇聞
　
紀州怪談
　
幽霊噂の高潮』開成堂、明治
19・
12（
［史料］『
自
　
明治十八
至
　 　
廿一
　
困難船及
および
漂民救助雑件
　　　
英国之部
　　　
　
第八巻』 （外務省外交史料館蔵（
　　　　　　
注・これはノルマントル号事件を中心とする和文と英文の書類つづり。一部は原文書を活字化し、 『日本外交文書
　
第九〇巻』に収録した。
『公文類聚第十編
　
明治十九年　　　　　
　
巻之四十』 （国立公文書館蔵（
　　　　
注・これは和文の書類つづり。
